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2023年度年間標語「心熱く主を証しする」使徒言行録 2:42 

                『祈りと交わり』    信徒部担当執事 古木徳子 

昨年 5 月から全員参集での礼拝が再開し、皆で会堂に集い、共に礼拝できる恵みを改め

て感じています。1月にはマナの会（地域別食事会）を開催し、久しぶりに教会全体での交

わりの時を持つことができました。今回の「マナの会」をウォーミングアップとして、新年

度には「マナの祈り会」を再開していきたいと考えています。当初は交わりを主眼としてい

た「マナの会」ですが、2018年（9月）以降は「全地域祈り会」として「マナの祈り会」

へと発展。同じ地域に住む教会員・来会者同志の相互の交流(信仰の交わり、祈りの共有)、

相互牧会の良い機会として用いられてきました。2024年度は第5主日（信徒会開催日など

年2回）に実施する計画です。 

次週、3月10日には「レントの祈り」をいたします。礼拝後、近くの席の方とグループ

を作り、イエス様の受難を覚えて祈ります。隣人と共に、悔い改めととりなしの祈りをささ

げます。そして、お互いのためにも祈り合いたいと思います。「先週の歩みはいかがでした

か？」 「新たな週も主の守りがありますように」「祈りの課題のためにお祈りしています」

等…。 

教会での交わり、祈り合いと励まし合いは、私たちが生活の場でキリスト者として歩み

続ける力・糧となります。普段の礼拝においても、吉田先生から「いってらっしゃい」の力

強いご挨拶をいただいたら、共に礼拝できた喜びと感謝を隣人と分かち合い、言葉を交わ

し合いたいものです。そして、オンラインで礼拝につながっている方々のこともぜひ覚え

てお祈りしましょう。毎週の配信チームのご奉仕に心から感謝しつつ。 

＊ 

宣教部による第２次中長期計画案において、「多様な人々を受け入れる」という重要施策

（課題）が挙げられています。信徒部では今後、この点にも取り組んでいく必要があると感

じています。高齢の方が安心して礼拝できる環境を整えたり、日本語を母語としない方に

どのようなサポートができるかを考えたり…。教会＝エクレシア（集められた者）の広がり

と豊かさを喜びつつ、奉仕してまいります。 

 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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